
「みわひまわりライド」がスタート
土地・建物の相続登記はお済みですか？
市民協働まちづくり講座を開催

主な内容

特集

歩けば響く、秋の音

福知山市は80歳になりました
未来の世代に責任を持つ～公共施設マネジメントの取り組み～

2017
November

11
No.1058

広報 このまちを、もっと好きになる

Fukuchiyama city Public Relations

宝山公園の紅葉（夜久野町平野）

福知山の魅力を発信しています
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昭和4年ごろの福知山市街地の様子。右上に見えるのは音無瀬橋。

福知山市市制施行
80周年記念式典
今年4月1日、本市は市制施行80周年

を迎えました。この節目の年を市民の
皆さんとともに祝うため、記念式典を
行います。
式典では、長年各分野で活躍され、

本市市政に貢献された方々に対する表
彰も行います。
 11月11日（土）
 武道館（猪崎）
秘書広報課

 （　 24-7032・　 24-7023）

市制施行80周年特別展示

初代福知山市長愛用の
人力車を初公開！
　初代福知山市長高

たか

木
ぎ

半
はん

兵
べ

衛
え

さんが登庁に
使用していたという人力車を市役所１階ロ
ビーで展示しています。今回が初公開とな
ります。市役所にお越しの際は、ぜひご覧
ください。

　 1月30日（火）まで
　 市役所本庁舎1階ロビー
　 秘書広報課
  （　 24-7032・　 24-7023）

問

日

TEL TELFAX FAX
問
所所

日

旧
石
器
時
代
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た

　

福
知
山
地
方
で
は
、
旧
石
器
時
代
の
も
の
と

さ
れ
る
石
器
が
出
土
し
て
お
り
、
遅
く
と
も
旧

石
器
時
代
最
末
期
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か

け
て
の
遺
跡
や
古
墳
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

特
に
昭
和
61
年（
１
９
８
６
）、
福
知
山
駅
の

南
に
あ
っ
た
広
峯
古
墳
15
号
墳
か
ら
は「
景
初

四
年
」の
銘
が
入
っ
た
銅
鏡
「
盤ば

ん

龍り
ゅ
う

鏡き
ょ
う

」
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
邪
馬
台
国
の
女
王
・
卑
弥
呼

の
使
者
が
中
国
魏
の
国
か
ら
銅
鏡
１
０
０
枚
を

下
賜
さ
れ
た
年
の
翌
年
に
当
た
り
、
邪
馬
台
国

と
の
つ
な
が
り
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
銅

鏡
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
出
土
品
や
古
墳
の

規
模
か
ら
、
当
時
か
ら
か
な
り
の
文
化
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
承
や
伝
説
に
見
る
福
知
山

　

大
江
山
に
は
古
代
か
ら
鬼
の
伝
承
が
３
つ
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
も
古
い
の
は
『
丹
後
国

風
土
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
日ひ

こ
い
ま
す
の
き
み

子
坐
王
が

陸く
が

耳み
み

御の
み

笠か
さ

を
退
治
し
た
と
い
う
話
。
こ
れ
に

は
、
大
和
朝
廷
に
よ
っ
て
古
代
丹
後
地
方
が
吸

収
さ
れ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
番
有
名
な
も
の
が
、
お
と
ぎ
話
に
も
な
っ

て
い
る
酒し

ゅ

呑て
ん

童ど
う

子じ

の
伝
説
。
平
安
時
代
に
都
を

恐
怖
に
陥
れ
た
最
強
の
鬼
・
酒
呑
童
子
を
、
源

頼
光
ら
一
行
が
退
治
し
た
物
語
で
す
。
大
江
山

は
京
都
か
ら
丹
後
半
島
へ
至
る
街
道
の
難
所
と

し
て
古
く
か
ら
畏
怖
さ
れ
て
き
た
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
久
野
高
原
は
、
室
町
時
代
に
は
応

仁
の
乱
で
激
戦
の
地
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

戦
国
武
将　

明
智
光
秀
の
登
場

　

福
知
山
と
い
う
名
前
が
歴
史
に
登
場
す
る
の

は
戦
国
時
代
、
織
田
信
長
か
ら
丹
波
平
定
の
命

を
受
け
た
戦
国
武
将
・
明
智
光
秀
が
こ
の
地
を

治
め
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
光
秀
は
福

知
山
城
の
建
設
と
同
時
に
河
原
だ
っ
た
一
帯
を

町
と
し
て
整
備
し
、
由
良
川
の
流
れ
を
現
在
の

よ
う
に
固
定
す
る
な
ど
、
城
下
町
を
整
備
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
福
知
山
市
の
礎
と
な
り
、
現
在

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
福
知
山
藩
の
城
下
町
と
し
て
発

展
、
由
良
川
水
運
・
陸
上
交
通
の
要
衝
と
な

り
、
北
近
畿
の
商
業
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

福
知
山
町
か
ら
福
知
山
市
へ

　

福
知
山
市
の
母
体
と
な
っ
た
福
知
山
町
は
面

積
わ
ず
か
０
・
75
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
戸
数

は
１
５
０
０
戸
余
り
、
人
口
も
６
千
人
余
り
の

小
さ
な
町
で
し
た
。
し
か
し
、
明
治
30
年
代
、

鉄
道
の
開
通
と
軍
隊
の
駐
屯
に
よ
り
飛
躍
的
に

発
展
、
隣
接
の
村
を
次
々
と
編
入
し
て
い
き
ま

し
た
。
大
正
７
年
に
曽
我
井
村
を
、
昭
和
11
年

に
雀
部
村
・
庵
我
村
・
下
豊
富
村
を
編
入
合
併

し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
12
年
、
当
時
の
念
願

で
あ
っ
た
福
知
山
市
が
誕
生
し
ま
す
。
当
時
の

人
口
は
３
万
２
千
人
余
り
で
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
昭
和
24
年
に
西
中
筋
村
・
下
川

口
村
・
上
豊
富
村
を
編
入
合
併
、
昭
和
30
年
に

上
六
人
部
・
中
六
人
部
・
下
六
人
部
・
上
川

口
・
金
谷
・
三
岳
・
金
山
・
雲
原
の
８
か
村
を

編
入
合
併
、
昭
和
31
年
に
佐
賀
村
の
一
部
を
編

入
合
併
し
、
旧
福
知
山
市
の
市
域
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
時
の
人
口
は
６
万
４
千
人
余
り

で
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
、
次
の
世
代
へ

　

市
制
施
行
以
来
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
商

業
の
中
心
地
と
し
て
、
北
近
畿
の
玄
関
口
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
18
年
、

三
和
町
・
夜
久
野
町
・
大
江
町
と
合
併
し
、
現

在
の
福
知
山
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
切
な
「
ふ
る
さ
と
福
知
山
」

を
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
名
実
と
も
に

北
近
畿
の
中
心
と
な
る
ま
ち
と
し
て
、
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
歩
み
を
進
め
ま
す
。

福
知
山
市
は

80
歳
に
な
り
ま
し
た

　

福
知
山
市
は
、
昭
和
12
年（
１
９
３
７
）４
月
１
日
、
京
都
府
で
２
番
目
の
市
と
し

て
誕
生
し
、
今
年
４
月
１
日
、
80
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

参考文献　『市制施行50周年記念誌　福知山市50年のあゆみ』（昭和62年）
　　　　　『福知山市史　第四巻』（平成4年）
　　　　　『目で見る　福知山・綾部の100年』郷土出版社（平成7年）
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本
市
で
は
、
市
が
保
有
す
る
全

て
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
現
在

お
よ
び
将
来
の
市
民
に
と
っ
て
本

当
に
必
要
な
も
の
、
価
値
の
あ
る

も
の
の
み
を
選
り
す
ぐ
っ
て
承
継

す
る
た
め
に
、
公
共
施
設
の
再
配

置
（
更
新
・
統
合
・
移
譲
・
廃

止
）
を
進
め
る
「
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
施
設
の
統
合
に
よ
り
平
成
28

年
度
に
誕
生
し
た
の
が
、
現
在
、

子
育
て
世
代
の
憩
い
の
場
に
な
っ

て
い
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
「
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
」
で
す
。

　

「
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
」
は
、
空

き
家
と
な
っ
て
い
た
岡
ノ
三
の
老

人
施
設
の
建
物
に
、
同
自
治
会
内

に
あ
っ
た
教
育
集
会
所
と
、
中
心

市
街
地
に
あ
り
、
ス
ペ
ー
ス
の
狭

さ
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
子
育
て

支
援
拠
点
施
設
の
機
能
を
統
合
し

た
複
合
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

新
し
く
な
っ
た
施
設
に
つ
い
て
、

利
用
者
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、
施

設
の
利
便
性
が
向
上
し
た
と
い
う

声
が
多
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
よ

り
よ
い
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
事
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
統
合
以
前
、
教
育
集
会

所
は
夜
間
を
中
心
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
統
合
し
た
こ
と
で
、

昼
間
は
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

施
設
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
施
設
管
理
に
係
る

経
費
に
つ
い
て
も
、
共
通
経
費
の

削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

施
設
の
適
正
な
再
配
置
を
し
な
が

ら
、
よ
り
良
い
公
共
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
施
設
機
能

の
集
約
化
・
複
合
化
を
す
る
こ
と

で
、
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
も
目

指
し
て
い
ま
す
。

すくすくひろば
就学前のお子さんとその保護者、妊娠中の人とその家族が利用できます。市
から委託を受けたＮＰＯ法人おひさまと風の子サロンがひろばを開設してい
ます。平成28年10月に中ノ町から現在地に移動しました。
住所：福知山市字堀2726-1
開設時間：月・火・水・金・土（祝日を除く）
　　　　　午前10時～午後3時
問  TEL23-5722

利用者の声
・駐車場ができて行きやすくなっ

た

・場所が分かりやすくなり、利用
しやすくなった

・子育てのちょっとした疑問や
悩みをスタッフや同じように

ひろばを利用する人に相談できる

・家だけでの子育ては毎日が同
じことのくりかえしになりが

ちですが、ここでは自由に遊ばせ
ることができる

・兄弟の一方を見てもらえるの
で、特に上のこどもとふれあ

う時間ができる

スタッフの声
・利用者から「明るくきれいな施設」、「駐車場がある」、「気軽に話せるスタッフがいる」などと満足している声があり、利便性がよくなかった以前の施設に比べ、利用者が約５倍増えました。
・土曜日を中心にお父さんの利用も増えています。お父さんの子育て参加にもどんどん利用してほしいです。

取材日には12組の親子が訪れ、子どもたちはお母さんやお父さんと一緒に元気に遊んでいました。

問 資産活用課（ TEL 24-7038・FAX 23-6537）

未来の世代に責任を持つ
～公共施設マネジメントの取り組み～
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平
成
23
年
の
時
点
で
、
本
市
の
公
共

施
設
は
７
０
０
施
設
以
上
あ
り
、
そ
の

延
床
面
積
は
約
46
万
㎡
に
の
ぼ
り
ま
す
。

人
口
１
人
当
た
り
の
面
積
で
換
算
す
る

と
、
５
・
74
㎡
に
な
り
、
全
国
平
均
の

約
１
・
７
倍
、
ま
た
京
都
府
内
で
は
京

丹
後
市
に
次
い
で
２
番
目
に
多
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
数
多
く
の

公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、
市
の
財

政
も
厳
し
く
な
る
な
か
で
、
全
て
の
公

共
施
設
を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で

す
。
施
設
の
更
新
を
め
ぐ
っ
て
、
将
来

の
世
代
に
大
き
な
負
担
を
負
わ
せ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
公
共
施
設
の
あ
り
方

を
抜
本
的
に
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、本
市
で
は
、平
成
26
年
度

に
「
福
知
山
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
本
方
針
」
と
「
福
知
山
市
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
個
々
の
公
共
施

設
の
再
配
置
の
方
針
と
、
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の
実
施
計
画
を

定
め
、
再
配
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
38
施
設
・
延
床
面
積

５
２
４
６
㎡
に
つ
い
て
、
施
設
の
譲
渡

や
解
体
な
ど
の
再
配
置
を
実
施
し
ま

し
た
。
平
成
27
年
度
か
ら
の
累
計
は
、

46
施
設
、
９
２
３
５
㎡
と
な
り
、
平

成
31
年
度
ま
で
の
総
削
減
目
標
面
積

４
５
２
９
８
㎡
に
対
し
、
達
成
率
は

20
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
再
配
置
に
至
っ
て
い
な
い
施

設
は
、
平
成
31
年
度
ま
で
の
削
減
目
標

１
４
８
施
設
の
う
ち
１
０
０
以
上
あ
り

ま
す
。
今
後
さ
ら
に
、
市
民
や
利
用
者

と
行
政
が
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
計

画
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す

る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
本
市
で

は
、
福
知
山
公
立
大
学
と
連
携
し
、
地

域
住
民
と
と
も
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
複

数
あ
る
公
共
施
設
の
集
約
・
複
合
化
を

図
る
べ
く
、
市
民
協
働
に
よ
る
「
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
」
の
視
点
で
検
討
を
行

い
ま
す
。

　

地
域
で
の
公
共
施
設
の
問
題
は
、
単

に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
行
政
と

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
住
民
と
い
う
一
方

通
行
の
関
係
で
は
な
く
、
施
設
を
利
用

し
て
地
域
を
ど
う
経
営
す
る
か
と
い
う

住
民
自
治
の
あ
り
方
、
地
域
の
未
来
の

あ
り
方
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
に
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
主
体
も
、行
政
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
や
事
業
者
が
担
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
公
共
施
設

の
再
配
置
を
し
て
い
く
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
が
真

に
議
論
し
、

個
々
の
施
設
の
具
体
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

未未未未未未未未未未来の未来の未来の来来のの未来未未未来来来のの未未来来来ののの世代の世代の世代世世代のののの世世代のの世世代代に代に代に代ににに代代代代代ににに代代代ににに責任責任責任責任任責責責責責任任責責責任任任を持任を持任を持を持持を任任をを持持任をを持持持つ持つ持つつつ持つ持持持つつつ持持つつつ未未未未未未未来の未来の来来のの未来未未未来来来ののの世代の世代世世代のののの世世代代に代に代ににに代代代代代ににに責任責任責任任責責責責責任任任を持任を持を持持を任任をを持持持つ持つつつ持つ持持持つつつ
～～～～～～～公共施公共施～公共施公共共施公～公公共共施～公公共共施施設マ施設マ施設マ設マネ施設施施施設設マネ施施設設マネネジメネジメネジメジメメネネネネジメメネネジメメントのントのントのトののンンンントののンントのの取り組取り組取り組り組組取の取の取取り組組の取取り組組組み～組み組み～～～み組組み組み～～

未来未来未来未未来未未未未来未未未来来の来の来ののの世来来来来のの世来来のの世世代世代世代世代代代世世世世世代代代世世世代代代代に責代に責代に責に責責に代代にに責責代にに責責責任を責任を責任を任任をを任責責任任任をを責任任任ををを持つを持つを持つ持持つをををを持持つをを持持つつつつつつつつつつ未来未来未未来未未未未来来の来ののの世来来来来のの世世代世代世代代代世世世世世代代代代に責代に責に責責に代代にに責責責任を責任を任任をを任責責任任任ををを持つを持つ持持つをををを持持つつつつつつつ
～公公～公～公公共～公公共～～公公共共施設共施設共施設施施設設共共共共施施設設共共施施設設設マネジ設マネジ設マネジネネジマ設設マネネジ設マネネジジメントジメントジメントメンントメジジメメンントジメメンントトの取りトの取りトの取りの取取りのトトのの取取りトのの取取りり組み～り組みり組み～組み～組りり組組みり組組み～～～～～～～

公
共
施
設
の
あ
り
方
が

私
た
ち
の
将
来
に
関
わ
る

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す

ワークショップに向けて、事前に
フィールドワークを行い、公共施
設の管理者からサービスや利用状
況などの説明を受けたり、地元役
員からマネジメントの取り組みを
聞き取るなどの調査を進めていま
す。

地域の将来像を描く

資料：全国平均は東洋大学PPP研究センター「全国自治体公共施設延床面積
データ分析結果報告」（Ｈ22.3時点データ）。

　　　府内は自治体の統計書等でデータが把握できた13自治体。延べ床面積は
概ね平成23年度末現在で、人口は平成24年3月末住民基本台帳人口。

向
日
市

宇
治
市

長
岡
京
市

京
田
辺
市

精
華
町

大
山
崎
町

八
幡
市

木
津
川
市

亀
岡
市

府
内
13
自
治
体
平
均

全
国
平
均

舞
鶴
市

綾
部
市

福
知
山
市

京
丹
後
市

■市民 1人当たりの公共施設面積の比較

0

1

2

3

4

5

6

7

8
（㎡／人）

6.56

5.74 5.60

3.62 3.42 3.22 3.15 3.06 3.02 2.91
2.44

2.18 2.14 2.01 1.94

福知山市は
京都府内で 2番目

■公共施設の将来目標（削減目標） ■公共施設をめぐる将来見通し

平成27年度 平成31年度 平成36年度 平成56年度

▲約5万㎡
（▲11％）

▲約10万㎡
（▲23％）

▲約20万㎡
（▲45％）

人口
財源

公共施設
維持管理費

高齢化対策
等の扶助費

削減目標 削減目標 削減目標

約44万㎡
約39万㎡

約34万㎡

約24万㎡

公共施設の更新費や
扶助費が増加

人口や財源は減少
※対象となる公共施設の床面積は、総面積約 46.0 万㎡から企
業会計による病院および用途廃止を予定した公共施設を除く、
約 44.4 万㎡としています。

福知山市の公共施設マネジメントの取り組みをもっと知りたい
平成28年度進捗状況報告書を公開しています
　市ホームページにて「公共施設マネジメント平成
28年度実施計画進捗状況報告書」のほか、「基本方
針」「基本計画」「実施計画」を公表していますの
で、ご覧ください。

出前講座を実施しています
「もう一度マネジメント計画（基本計画、実施
計画など）について説明をしてほしい。」とい
う自治会などに、資産活用課職員が説明にうか
がいます。

■マネジメント事業が完了した施設

平成27年度 ８施設 民間譲渡 1施設
廃止（解体） 3施設
用途を変更し存続 4施設

中央保健福祉センター
三和町学校給食センター　他
大正幼稚園　他

平成28年度 ３８施設 民間譲渡 19施設
廃止（解体） 14施設
複合化 1施設
用途を変更し存続 4施設

長尾公民館　他
東堀書庫　他
岡ノ三老人施設
東部保健福祉センター　他
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三和地域で自家用自動車による有償運送
「みわひまわりライド」がスタート

住民が主体となったまちづくりを目指して
市民協働まちづくり講座を開催

あなたが思う福知山の素敵な景観
第2回福知山市景観写真コンテスト入賞作品紹介

福知山トピックス 福知山トピックス

Jアラートによる訓練を実施

　三和地域協議会が三和地域内の住民を対象に、自家
用自動車による住民移送サービス「みわひまわりライ
ド」を10月2日㈪からスタートさせました。　
　三和地域では、過疎・少子高齢化が進む中で、将来
に向けて、地域住民の移動手段をどのように確保する
かが課題となっています。
　市バスの利用者も減少傾向にあり、利用の少ない便
や区間があることから、１０月より市バスの運行内容の
見直しを進めるとともに、代替交通として、公共交通
空白地有償運送「みわひまわりライド」を導入しまし
た。
　公共交通空白地有償運送とは、バスやタクシーなど
の公共交通では地域住民の移動手段が確保できないと
認められる場合に、ＮＰＯ法人などの非営利団体が営利
と認められない範囲の運送対価で、自家用自動車を使
用して運送するものです。
　「みわひまわりライド」は、三和地域内の移動に
限って、自宅から目的地まで直接移動（ドア・ツー・
ドア）を有償で行うことになります。利用登録者のみ

利用可能で、事前予約制となります。
　日常の買い物や通院、行政や民間のサービスを受け
るための移動が困難な住民の生活の基盤として、「住み
続けることができるまち」を目指した、住民主体の取
り組みが三和地域から出発しました。
  みわひまわりライドに関する問い合わせは、三和地
域協議会（TEL 58-4130・FAX 58-4180）へ

　平成28年6月1日から平成29年1月31日までに募集
した「第2回福知山市景観写真コンテスト」の入賞作
品が発表されました。次の世代に伝えるべき景観を守

り育てることを目的に、「あなたが思う福知山の素敵な
景観」をテーマに募集しました。

　このまちに住む人や関わる人みんなで力を合せて、より住みよいまちにし
ていくための基本的なルール「福知山市自治基本条例」について、理解を深
めるための学習会「市民協働まちづくり講座」を市内の各地域で開催してい
ます。
　９つの地域で行った第１回講座では、福知山公立大学の富

とみ

野
の

暉
き

一
いち

郎
ろう

副学
長・杉

すぎ

岡
おか

秀
ひで

紀
のり

准教授を講師に、社会的背景を踏まえた地方自治のあるべき姿
から自治基本条例の必要性や意義について講演があり、その後、「福知山市
自治基本条例」について説明を行いました。
　会場からは、協働を進める上での市の関わり方や、条文の内容などについ
て意見が出されました。アンケート結果や意見などについては市ホームペー
ジをご覧ください。

＜第１回講座（９地域）開催状況＞
　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/shisei/entries/007485.html

問 経営戦略課（ TEL24-7030・FAX23-6537）

＜内容＞
・まちづくり活動実践者による活動の紹介
・参加者意見交換、ワークショップ 
＜まちづくり活動実践者＞
講座開催地域で活動している人（公民館長など）
＜コーディネーター＞
地域社会活動家　松井　ひろまさ さん

◆地域社会活動家　松井　ひろまさ さん
専門はソーシャル・ビジネス、コミュニティ・ビジネス、スタートアップ、組織開発、場づくり。福知山市では「未来を描く！福知山100人
ミーティング」、「夜久野の未来を語る集い」、「まちづくり振興大会」などコーディネーターとして登壇多数。

第２回市民協働まちづくり講座「これからのまちづくりに必要な力」

　武力攻撃や地震・津波などの発生時に備え、Jア
ラートによる全国一斉情報伝達訓練が実施されます。
緊急時に市民の皆さんへ迅速かつ確実な情報伝達を行
うため、防災行政無線（午後5時のメロディーチャイ

ムなどが流れている屋外のスピーカー）の自動起動に
よる訓練放送が実施されます。
　なお、FM緊急告知防災ラジオや防災行政ラジオも
起動しますので、起動確認をしてください。

訓練日：11月14日㈫　午前11時
放送内容（予定）：「これは、Jアラートのテストです」×  3回
　※気象・地震活動の状況などによっては、国の判断により訓練が中止される場合があります。
問 危機管理室（ TEL24-7503・FAX23-6537）

問 生活交通課（ TEL24-7084・FAX23-6537）

問 都市計画課（ TEL24-7050・FAX23-6537）

「大好きな場所大好きな風景…宝山公園の紅葉」
居
い
相
あい
なほみ さん

自治基本条例について
理解が深まったか

第1回アンケート抜粋

とても
深まった
30％あまり

深まらなかった
10％

まったく理解が
できなかった
2％

どちらかと
言えば深まった
58％

日　　　時 場　　　　　所

開
催
時
間
は
い
ず
れ
の
日
も

午
後
７
時
か
ら
午
後
８
時
５０
分

①11月16日㈭ 川口地域公民館 研修室

②11月20日㈪ 大正文化センター

③11月21日㈫ 北陵地域公民館 会議室

④11月27日㈪ 成和地域公民館 大会議室

⑤11月29日㈬ 六人部地域公民館 研修室

⑥12月 1 日㈮ 日新地域公民館 研修室

12月上旬～中旬
三和地域、夜久野地域、大江地
域、ハピネスふくちやま又は市民
交流プラザ

交通住民
自治

景観

防災

自然文化景観部門大賞
「久しぶりの青空に喜ぶ龍」

　八
や
百
お
　奈

な
美
み
 さん

「夜明け」　村
むら
岡
おか
　彩
あや
花
か
 さん

「夜の世界」　服
はっとり
部　爽

さ
良
ら
 さん

まちなみ景観部門大賞

自然文化景観部門学生賞

まちなみ景観部門学生賞



　 11月18日㈯　午前９時～午後４時
　 福知山公立大学（西小谷ヶ丘）
　 模擬店、展示、抽選会、ステージ発表など
　 福知山公立大学事務局
　（　 24-7100・　 24-7170）

　福祉、介護の啓発とイメージアップのため、開
催します。
時 11月11日㈯　午前11時45分～午後５時
所 福知山駅北口公園（駅前町）
内 コメディジャグリング、
　 和太鼓・吹奏楽演奏、模擬店、
　 福祉事業所によるイベントなど
問 高齢者福祉課（　 24-7013・　 22-9073）

　 11月19日㈰　午前10時～午後３時
　 道の駅農匠の郷やくの（夜久野町平野）
　 農林産物展示品評会、楽しいイベントや
　 新鮮野菜の販売、模擬店など
　 夜久野支所（　 37-1103・　 37-5002）

　講座参加者や各サークルの日頃の公民館活動の
成果を発表します。
時 12月３日㈰　午前９時30分～午後４時
所 市民交流プラザふくちやま（駅前町）
内 作品展示、体験教室、音楽発表会（午後1時～）
問 中央公民館（　 22-9551・　 45-8501）

　「ささえあい、ともに幸せを生きるまち　ふく
ちやま」を目指して開催します。
時 12月17日㈰　午前10時～午後３時10分
所 厚生会館（西中ノ町）
内 展示発表、点字体験、パフォーマンス、
　 飲食コーナーなど
○三和町、夜久野町、大江町から送迎バスがあり
ます。

○手話通訳、要約筆記あり
問 ふれあい福祉フェスタ運営委員会事務局 　
　（　 24-7017・　 22-9073）

時 11月21日㈫　午後2時30分～5時45分
所 市民交流プラザふくちやま（駅前町）、
　 福知山駅北口公園（駅前町）
内  記念式典（協議会功労賞表彰など）、
　 花時計イルミネーション点灯式、
　 「未来の力祭典」記録映像上映　など
問 福知山市市民憲章推進協議会事務局
　（　 24-7076・　 23-6537）

時
所

内
問

時
所

内

問TEL FAX

時

所
内

問 TEL FAX

時

所
内
問 TEL FAX

時

所
内

問

TEL FAX

時

所

内

問

TEL FAX

TEL FAX
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土地・建物の相続登記はお済みですか？
　亡くなった人が生前に所有していた土地・建物などの不動産の所有権を相続人に移すための名義
変更の手続きが、相続登記です。
　相続登記は法律上の義務ではありませんが、速やかに相続登記の手続きをしなかった場合、様々
な問題が発生します。トラブルを防ぐためにも、早めの相続登記をお勧めします。

相続登記を行わずにいることで起こる問題

相続登記の手続きを行うには

早めに相続登記の手続きをしましょう

■売買移転登記ができない
　所有者名義が、死亡した被相続人のままになってい
ると、当該不動産の売買移転登記はできません。

■担保設定登記ができない
　売買移転登記と同様に、当該不動産について、抵当
権などの担保設定登記はできません。

■円滑な所有権の移転が難しくなるおそれも
　遺産分割協議において、被相続人が死亡した当初は
相続人全員の合意が得られていても、相続登記の手続
きの完了前に相続人のうちの誰かの意思の撤回があれ
ば、所有権の円滑な移転ができなくなります。

■相続関係が複雑になればなるほど、
　名義変更の手続きが困難に
　登記の変更をしないままでいる時間が長くなるほ
ど、法定相続した相続人が増えていくおそれがありま
す。死亡されたり、他者贈与を行ったりするなどで所
有権の所在がわかりづらくなっていくのです。
　また、相続状況が複雑になるにつれて、司法書士な
どの専門家に手続きを委託した場合に支払う報酬も高
額となっていく場合があります。ご自身が亡くなった
場合は、ご家族に大きな負担を残すことになります。

　相続登記の手続きには、様々な書類を提出しなければならず、相続や不動産登記についての専門知識が必要にな
るため、司法書士などの専門家に手続きを依頼される場合が多いようです。
　ご自身で相続登記をされる場合は、法務局にお問い合わせください。法務局での相談は予約制となっていますの
で、事前に電話でご確認ください。

京都地方法務局福知山支局　TEL 22-3043

　固定資産税の納税通知書は、毎年1月1日現在の登記名義人に送付しています。登記名義人が亡くなっている場合
は、相続人に相続代表者届出書を提出していただき、一定期間は代表者に送付しています。
　本市では、まだ相続の手続きがお済みでない人に、納税義務者の届出書の提出をお願いしています。ぜひ、お早
めの手続きをお願いします。

問 税務課（ TEL 24-7025 ・FAX 23-6537）
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12月の
行事予定

月　　日 行事内容 場　　所 予約

12月 5日㈫ リトミック
（三和・夜久野・大江子育て支援センター合同事業）

三和子育て支援
センター 要予約

12月12日㈫ 講座　運動 夜久野子育て支援センター
プレイルーム 要予約※2

12月14日㈭ 講座　救急講習 夜久野子育て支援センター
プレイルーム 要予約

12月19日㈫ 冬のお楽しみ会
（三和・夜久野・大江子育て支援センター合同事業）

三和子育て支援
センター 要予約

※2の連絡先は西部保健福祉センター（TEL37-1234・FAX37-5002）

月　　日 行事内容 場　　所 予約

12月 5日㈫ リトミック
（三和・夜久野・大江子育て支援センター合同事業）

三和子育て支援
センター 要予約

12月 8日㈮ おにっこママの健康講座
身体の中からきれいになる食事

北部保健福祉
センター 要予約※3

12月19日㈫ 冬のお楽しみ会
（三和・夜久野・大江子育て支援センター合同事業）

三和子育て支援
センター 要予約

※3の連絡先は北部保健福祉センター（TEL56-2620・FAX56-2018）

月　　日 行事内容 場　　所 予約

12月 5日㈫ リトミック
（三和・夜久野・大江子育て支援センター合同事業）

三和子育て支援
センター 要予約

12月14日㈭ 講座　親子ｄｅ歯っぴーひ
ろば

東部保健福祉
センター 要予約※1

12月19日㈫ 冬のお楽しみ会
（三和・夜久野・大江子育て支援センター合同事業）

三和子育て支援
センター 要予約

※１の連絡先は東部保健福祉センター（TEL58-2090・FAX58-3013）

■夜久野子育て支援センター
TEL37-1107・FAX37-0189
午前10時～ 11時30分

月 日

■大江子育て支援センター
TEL兼FAX56-0990

午前10時～ 11時30分

■三和子育て支援センター
TEL58-4580・FAX58-3005
午前10時～ 11時30分

■おひさまと風の子サロン
TEL23-5722・FAX45-6066

午前10時30分～ 11時30分

子育て中の親どうし、子どもどうしのネットワークを広げませんか？
・予約が必要な行事は、各行事開催月の初日から受付します。
・行事は変更になる場合があります。行事の日程につきましては、各ひろばが毎月発行する行事予
定を確認していただくか、各ひろばに直接お問い合わせください。

・毎月1回、本市のLINE（ライン）で行事カレンダーを配信しています！市HPにも掲載しています。

子育て支援センター ■子育て支援課家庭支援係  TEL24-7082・ FAX22-9073

月 日 行事内容

■その他の子育て支援に関するお問い合わせは子育て支援課家庭支援係　子育てコンシェルジュ（TEL24-7082・FAX22-9073）まで

月　　日 題　　名 講師／内容 場所 予約

12月7日㈭ 歌って踊って
楽しもう！ チキンズキッチン 武道館

柔道場 不　要

　

平
成
２８
年
４
月
、
福
知
山
公
立
大
学

開
学
３
日
目
に
、
現
在
の
２
年
生
６
名

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
Ｇ
Ａ
Ｃ

を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
１
回
生

３３
名
を
新
た
に
迎
え
、
合
計
３９
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
名
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｃ
と
は
、

Ｇグ

ロ

ー

カ

ル

ｌｏｃａ
ｌ
・
Ａア

ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ｃ
ｔ
ｉｖａ
ｔ
ｉｏｎ
・

Ｃサ

ー

ク

ル

ｉｒｃ
ｌｅ
の
頭
文
字
で
、
大
学
の
理

念
で
あ
る
グ
ロ
ー
カ
リ
ス
ト
と
し
て
地

域
の
活
性
化
を
図
る
思
い
か
ら
名
付
け

ま
し
た
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
、
災
害
地

へ
の
募
金
活
動
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
空
き
家
を
使
っ
た
面
白
い

取
り
組
み
を
検
討
中
で
、「
子
ど
も
や

高
齢
者
と
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
参
加
し
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
す
る
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

　
「
Ｇ
Ａ
Ｃ
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
依
頼
し

て
よ
か
っ
た
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
る

Ｇ
Ａ
Ｃ
の
皆
さ
ん
に
、

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

福知山の料
理レシピ

その 11

○紫ずきん入りご飯　６人分
・材　料：米　３カップ、だし昆布　５cm角　１枚

紫ずきん（剥き身）　３００ｇ、梅干　大　2個
酒　大さじ３、塩　小さじ１

・作り方：① 紫ずきんは1分30秒間茹で、粗熱が取れたらさ
　 やから取り出す。
② 米は洗ってザルに30分間あげておく。
③ 炊飯器に米、酒を入れ、水を3カップの目盛りま
　 で加える。
    塩、紫ずきん、梅干、だし昆布を入れ炊く。
④ 蒸らしてから、だし昆布、梅干を取り出した後、
　 さっくりと混ぜておく。

○紫ずきん入りコロッケ　６人分（約18個）
・材　料：茹でた紫ずきん　250g、じゃがいも　500g

豚ミンチ　130ｇ、たまねぎ　100g
小麦粉　100g、卵　2個、水　100ccくらい
塩　こしょう　少々、パン粉　適量、油　適量

・作り方：① 紫ずきんは茹でてさやから出しておく。
② じゃがいもは皮を剥いて、やわらかくなるまで
　 茹で熱いうちに潰しておく。
③ たまねぎはみじん切りにし、油少々で炒めておく。
④ 豚ミンチも炒め、火が通ったら脂を拭き取り、
　 塩、こしょうをしておく。
⑤ ①～④を混ぜ合わせて、俵型にする。
⑥ 小麦粉、卵、水で、衣を作り⑤をくぐらせる。
⑦ ⑥にパン粉をまぶし、油で揚げる。

紫ずきんの「ご飯」と「コロッケ」

広報ふくちやまにあなたのお家の
アイドルを掲載しませんか？

【対象】市内在住の就学前のお子さん
【募集人数】毎号４人（組）
※応募多数の場合は抽選となります。
※兄妹や双子などでの応募の場合は１
組とします。
※応募多数の場合は掲載が初めてのお
子さんを優先します。
【応募方法】
電話、ファクスまたはメールに、①保
護者の氏名　②お子さんの氏名・生年
月日・年齢　③住所（自治会名）　④電
話番号　を明記し、秘書広報課まで
※メールの場合は件名を「わが家のア
イドル応募」としてください。
問  秘書広報課（ TEL 24-7000・FAX24-
7023・メールhisyo@city.fukuchiyama.
lg.jp）

いつもいつでも誰にでも笑顔のそー
ちゃん。これからも、笑いの絶えない
毎日を過ごそうね。いつもありがとう。

鴨野町

井い
の

上う
え　

想そ

空ら

ち
ゃ
ん（
１
歳
）

我が家へようこそ。元気にすくすく大
きくなってね！

石　原

谷た
に

垣が
き　

拓た
く

門と

ち
ゃ
ん（
０
歳
）

お姉ちゃんにお世話してもらい、ご機
嫌な萌花ちゃん♡これからも元気いっ
ぱい家族のアイドルでいてね♡

昭和新町

岩い
わ

崎さ
き　

萌も
え

花か

ち
ゃ
ん（
０
歳
）

パパとママのところへ生まれてきてく
れてありがとう。これからもたくさん
の楽しい思い出を作ろうね。

旭が丘

荻お
ぎ

野の　

美み

璃り

ち
ゃ
ん（
１
歳
）

わが家のアイドル

 子どもたちが追う夢
スポーツや文化活動など、さまざまな活動に励む
子どもたちを紹介します。
夢に向かって頑張る子どもたちをぜひ応援してください！

9YELL

福知山公立大学  ボランティアサークル  ＧＡＣ

地域の活性化を担うこと！

　

今
月
は
、
紫
ず
き
ん
を

使
っ
た
料
理
を
紹
介
し
ま

す
。

　

紫
ず
き
ん
は
黒
大
豆
の

枝
豆
で
、
豆
の
薄
皮
が
紫

色
に
色
づ
い
て
い
る
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

粒
が
大
き
く
旨
味
や
甘

味
が
強
い
こ
と
が
特
徴
の
、

福
知
山
市
の
特
産
品
で
す
。

協
力
：
福
知
山
市

農
村
女
性
協
議
会
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健康増進計画

知っ得シリーズ Part 66
～ゆっくり負荷をかけることで、じわじわ筋肉に効く！～

足が出やすくなる体操（歩幅が広くなる）

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

① 椅子の横を持ち、身体を安定
させよう。

★けんこウサギちゃんの「ちょこっとトレーニング」★

まちなかスイーツウォーキング

ポイント
足を上げすぎると骨盤が
寝てしまい、背中が曲がる
から気をつけよう！
＊背中が後ろに倒れないよ
うに注意

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
ポ
足
寝
か

② 左右交互に行い、片足ずつ膝を
上げよう。

4.8kmコースは9店舗、8kmコースは12店舗の試食をし
ながら、自由に散策するウォーキング。ゴール後は、ス
イーツ争奪じゃんけん大会で大盛り上がりだったよ～♪

■ スイーツウォーキング参加者の声 ■
＊知らないお店がたくさんあって、新しい発見がで
きたし、試食も美味しかった♪
＊いい運動になり、天気もよく気持ちよかった！
＊子どもと一緒にいい運動になった！　　などなど

■ 協 力 店 様 ■
パティスリーイブー・山城屋茶舗・三万二千石音無
瀬堂・踊せんべい本舗夜久花月堂・踊せんべいのちきり
屋・パン工房ラントブロート・川見風月堂・達脇ベー
カリー・イロトリドリ・まぃまぃ堂・夢の里やなが
わ・遊’s・AGE BUNBUN・お城の下で・うま菓でん
伝衣川製菓・菓樹工房きぬがわ・足立音衛門　順不同
■福知山公立大学ボランティアサークルのみなさん
ご協力いただき、ありがとうございました。

7月～9月のトップは、柴
しば

垣
がき

宏
ひろ

之
ゆき

さん！ 北海道の紋別の手前まで行
かれています。南向きに行かれている人は、佐賀県に突入されてい
ます。
全体の平均は、539,216歩で富山～秋田辺りの人が多いです！夏
場は暑かったので、歩数が伸びなかったという意見が多かったです。

参加者随時募集中！
旅行した気分になれるオ
リジナル地図と
缶バッチを
プレゼント！

けんこウサギちゃんのおうち♥

問 健康推進課
　 TEL23-2788
　 FAX23-5998

7月～9月のト と

「日本一周
ウォーキン

グ」

6ヶ月目 結
果発表～！

参加人数225人
アンケート回収121人(53%)

缶バッチ▶

からだにおトクな情報をお届け 健康のページ
■健康教室・講座　詳細はそれぞれの問い合わせ先へ　　保＝保育ルームあります（希望者は要事前連絡）　健＝健康ポイントがつきます

対　　象 日　　時 内　　　　容 定　員 料金 申　込 所・問

健
健診結果を学ぶ教室 市　民 12月6日㈬

午後１時30分～4時
糖尿病を予防するため、血糖の働きを学
び、血糖値の改善を目指しましょう！

20人
（先着順） 無料

定員になり次
第締め切り

西
部

保 健
医師の健康教室 市　民 12月6日㈬

午後1時30分～3時

テーマ：笑う門には健康来る！
講　師：古

ふる

木
き

勝
かつ

也
や

さん（福知山医師会）
　　　　桂

かつら

三
さん

扇
せん

さん（落語家）
場　所：ハピネスふくちやま

なし 無料 申込不要 中
央

保 健 
おにっこママの健
康講座

市民で妊娠中・
子育て中、または
これから妊娠を
考えている女性

12月8日㈮
午前10時～11時30分

「身体の中からきれいになる食事」
手軽に野菜を摂取する方法を学び、ママの健康
づくりに生かしましょう！

20人
（先着順） 無料

定員になり次
第締め切り

北
部

保 健
ママの体力を
サポートする講座

子育て中の女性
12月12日㈫、
平成30年3月13日㈫
午前10時～11時30分

ヨガで気分をリフレッシュ！楽しい体操実
践と体力チェックで健康づくりを応援しま
す。親子で楽しむふれあい遊びもありま
す。

20人
（先着順） 無料

定員になり次
第締め切り

西
部

保 健
親子de歯っぴー
ひろば

市内在住の就学
前の子どもとそ
の保護者

12月14日㈭
午前10時～11時30分

歯は生え始めからの心がけが大切です。歯
科衛生士の講話、ブラッシングチェック、
手遊び、個別相談など

20人
（先着順） 無料

定員になり次
第締め切り

東
部

時 12月３日㈰　午前10時～午後３時
所  ハピネスふくちやま
内 ４つのイベントを同時開催
①  見て、ふれて、体験しよう！『今日から始める健康ライフ』
【ロコモ度・柔軟性チェック・スロートレーニング体験】
【毎日食べる　ベジタブル！野菜摂取を増やすコツの紹介】
②『歯のひろば』歯科医師による個別相談
【顕微鏡でお口の中のばい菌を探せ！など】
③『全国検査と健康展』臨床検査専門医による健康相談・体験（模型による乳腺自己チェック、体組成チェックなど）
④『市民公開講座』（午前12時50分～午後2時）（株）タニタヘルスリンク管理栄養士による健康講演会
　演題「タニタの健康セミナー　～タニタ食堂に学ぶ500kcalまんぷく定食のコツ～」

問 中央保健福祉センター

みんなおいでよ！！ ハピネスふくちやまで健康づくりのイベントするよ！！

申　

込
・

問
合
せ
先

◎中央保健福祉センター（内記三丁目）
　（TEL23-2788・FAX23-5998）
◎東部保健福祉センター（三和町千束・三和支所内）
　（TEL58-2090・FAX58-3013）

◎西部保健福祉センター（夜久野町下町）
　（TEL37-1234・FAX37-5002）
◎北部保健福祉センター（大江町中央）
　（TEL56-2620・FAX56-2018）

市外在住で福知山にゆかりや愛着のある人に、福
知山の情報発信に協力していただく「ふくちファン
クラブ」会員を大募集しています！
会員には、福知山を知り、訪れていただくための
　○広報誌などの情報提供
　○市内施設などの優待特典
があります。
　お知り合いで、福知山にゆかりのある人に
ぜひお声かけいただき、全国に福知山を発信
する「チカラ」を結集しましょう！

市外からまちの魅力を発信しよう！　ふくちファンクラブ　会員募集中！
【対象】　福知山市外に在住し、福知山に愛着を持つ方
【役割】　福知山を知り、福知山を訪れ、自分の得意分野で
　　　　福知山を発信すること。
　　　　会員には、広報ふくちやまやイベント情報を３か月
　　　　ごとに送付します。
【申込】　所定の申請書または推薦書を下記に直接または
　　　　FAX・メールで提出。
　　　　申請書・推薦書は市ホームページに掲載しています・
問 秘書広報課（ TEL24-7000・FAX24-7023・
    E-mail：hisyo@city.fukuchiyama.lg.jp）
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福祉医療制度（マル老）のお知らせ

保育園入所者募集市営住宅入居者募集

放課後児童クラブ
利用申請のお知らせ

国民健康保険料納付額
の確認が必要な人へ

　保育所入所申込受付を開始します。
対　　象　就学前で、保護者や同居の親族が仕事や病気な
どの理由で保育の必要がある児童　
※平成30年度入所分から、未出生児の申し込みが可能とな
ります。
受付期間　12月1日㈮～14日㈭
申込方法　申込書や必要書類を子育て支援課または各支所
窓口相談係に提出
申込書は各提出先または各保育園で11月20日㈪から配
布。また、市ホームページでもダウンロード可能
※平成29年度キャンセル待ちの人も再度申し込みが必要
問  子育て支援課（ TEL24-7083・FAX22-9073）

募集団地・戸数・月額家賃
募集団地 募集戸数 月額家賃 単身
堀　口 2 26,400～
南佳屋野 4 13,600～ ○
向 1 20,100～

入 居 期 日　平成30年３月末予定
対 　 　 象　
①収入基準月額15万８千円以下の世帯
（※収入基準月額21万４千円以下の世
帯でも条件によって認められる場合が
あります）

②現に同居し、または入居日に同居でき
る親族・婚約者がいる（※単身者可の
住宅もあります）　

③市内に在住、または在勤である　
④市税などを滞納していない　
⑤申込者および同居親族が暴力団員でな
い　

⑥住宅に困窮している
案内書配布　11月20日㈪～12月8日㈮
受 付 期 間　11月27日㈪～12月8日㈮
申 込 方 法　必要書類を持って、建築課
に提出
入居の決定　入居者選考委員会での選
考、または公開抽選で決定
※世帯の種類により申し込みできる団地
が限られます。
詳しくは
建築課（ TEL24-7053・FAX23-6537）へ

　12月から、積雪の状況に応じて、除雪作業を行い
ます。午前５時から作業を開始する予定ですが、積
雪量によっては時間を要することがありますので、
あらかじめご了承ください。
　なお、除雪作業にあたって、次のことにご協力を
お願いします。
■除雪作業の支障となるため、待避所および道路上
に車や物を置かないでください。

■積雪により道路上にはみ出す恐れのある樹木、竹
などは、危険ですから伐採してください。

■近年、電柵・鳥獣防護柵に除雪車両が接触する事
故が増加しています。柵などを市道敷きに設置し
ている場合、撤去し、農地などへ移設してくださ
い。

■除雪したあとの道路上に、屋根から下ろした雪、
家の周りの雪を捨てないでください。

《凍結防止剤をご利用ください》
　幹線市道の橋・急な坂道・日陰など凍結しやすい
場所へ、年内に凍結防止剤を配置します。
　凍結時、凍結の恐れがある際に利用してくださ
い。
問 土木課（ TEL24-7054・FAX23-6537）

　11月30日は「年金の日」です。年金記録や将来
の年金受給見込額を確認し、未来の生活設計につい
て考えてみませんか。
　「ねんきんネット」では、いつでも自身の年金記
録を確認できるほか、将来の年金受給見込額につい

て、自身の年金記録を基に様々なパターンの試算を
することもできます。
　詳しくは、日本年金機構のホームページでご確認
いただくか、舞鶴年金事務所（ TEL0773-76-8826・
FAX 0773-76-8938）へお問い合わせください。

　国民年金保険料は、社会保険料控除の対象となり,
その年の課税所得から控除され、税額が軽減されま
す。
　控除の対象となるのは、平成29年1月から12月ま
でに納めた国民年金保険料の全額です。過去の年度
分や追納された保険料も含みます。
　また、自身の保険料だけでなく、家族の負担すべ
き国民年金保険料を支払っている場合、その保険料
も合わせて控除を受けることができます。
　この社会保険料控除を受けるためには、年末調整
や確定申告の際に、領収書など保険料を支払ったこ
とを証明する書類の添付が必要となります。
　このため国民年金保険料を納付された人には、

「社会保険料(国民年金保険料)控除証明書」が日本
年金機構から送付されます。
■11月上旬に送付する場合
　本年1月1日から10月2日までの間に国民年金保険
料を納付された人
■2月上旬に送付する場合
　年の途中から国民年金に加入したなど、本年10月
3日から12月31日までの間にはじめて国民年金保険
料を納付した人
問  ねんきん加入者ダイヤル（ TEL0570-003-004）　　　
　 舞鶴年金事務所
　　　（ TEL0773-76-8826・FAX 0773-76-8938）

　児童クラブの利用申請受付を開始します。児童クラブは
登録制で、月ごとに使用料が発生します。
対　　象　昼間、就労や病気などの理由で保護者などがい
ない小学生
受付期間　12月４日㈪～15日㈮
申込方法　必要書類を直接生涯学習課などに提出
（天津、上・中六、上川口、金谷、佐賀は各児童クラブ）
申請書類などは生涯学習課・各支所・各児童クラブで配
布。また、市ホームページでもダウンロード可能
※新1年生には世帯主様宛に郵送します。
■受付期間以降の申請も可能ですが、期間内に申請された
人を優先します。

■定員を超える場合は利用できない場合があります（低学
年を優先します）。

■年度ごとに申請が必要です。
詳しくは生涯学習課（ TEL24-7067・FAX24-4880）へ

　年末調整や確定申告などで社会保険料控除の申
告をする際、国民健康保険料の納付額も所得控除
の対象となります。領収書や預金通帳の日付をご
確認の上、1月1日から12月31日までに納付した
合計額を算出し申告してください。
　これらの書類がない場合は、保険証や運転免許
証など本人確認ができるものを持って、保険課ま
たは各支所窓口相談係までお越しください。「納
付額のお知らせ」を交付します。（無料）
　なお、１月下旬には「納付額のお知らせ」を各
世帯に送付しますので、確定申告で社会保険料控
除の申告をされる場合は、到着までお待ちくださ
い。
問  保険課（ TEL24-7019・FAX23-6537）

　65歳以上70歳未満で、次のいずれかの要件に該
当する人は、申請により医療費の自己負担が軽減
されます。
該当要件
①ひとり暮らしの人　
②自宅で半年以上寝たきりの人　
③世帯全員が60歳以上の人（60歳未満の世帯員が
いても、その人が18歳未満又は身体障害者手帳
１～４級、療育手帳Ａ・Ｂ、精神障害者保健福
祉手帳１～３級をお持ちなら可）　

④所得税非課税世帯の人
※①～③に該当する人は、所得制限があります。
※生年月日が昭和25年８月２日以後の人は、所得
　税非課税世帯の人のみ対象になります。
詳しくは保険課（ TEL24-7018・FAX23-6537）へ

市道の除雪にご協力を

ご存知ですか？「年金の日」「ねんきんネット」

「社会保険料 (国民年金保険料 )控除証明書」が発行されます
年末調整や確定申告まで大切に保管してください

平成30年度

平成30年度
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PHOTO SNAP　まちの話題 まちの話題　PHOTO SNAP
あなたが写っていたら、写真（Ｌ判）1枚差し上げます

大江町毛原の棚田で稲刈り体験会が行われ、約120人が美しい原
風景の中、稲刈りに汗を流しました。6回目となった今年は、子ど
もたちの参加も多く、にぎやかな体験会となりました。積極的に稲
を刈り取っていた今

いま

海
がい

晴
はる

日
ひ

さんは、「初めて参加したけど、とても
楽しい」と話していました。約13アール分の稲を刈ったあとはカ
レーライスや流しそうめんなどを楽しみました。

上・中・下六人部小学校で「夢の教室」が開催されました。元プロ
サッカー選手で、日本代表でも活躍した山

やま

田
だ

隆
たか

裕
ひろ

さんを夢先生に
迎え、一緒に汗を流して楽しく「チームワークの大切さ」を学んだ
あと、実体験を交えた迫力のある授業で「出会い」「あきらめない
心」の大切さを教わりました。授業を受けた子どもたちは、「自分の
夢に自信がもてた」「頑張ればチャンスがある」と目を輝かせまし
た。

美しい原風景の中で稲刈り体験 夢先生がやってきた！9・10

本市を中心に多世代の交流の場をつくる活動を行う団体Tomos
（赤

あかいりょう

井竜代表）が、市民交流プラザふくちやまで、「高校生キタキタ
セッション」を開催しました。福知山市、丹波市、朝来市で部活動
以外で活動している高校生たちによる発表や、全国で若者と地方
をつなぐ取り組みを行う照

てる

井
い

翔
しょうと

登さんの講演、参加者とのディス
カッションが行われ、まちの未来を考える地元愛に溢れた場とな
りました。

三和町菟原の成
じょうまんじ

満寺で、みわふれあいカフェ 2周年を記念したコ
ンサートが開かれました。二胡奏者の陳

ちぇんまんり

曼麗さんらを招き、中国楽
器の二胡のノスタルジックな音色と、洋楽器のピアノとコントラ
バス、和楽器の琴という様々な国の楽器が織り成す美しいハーモ
ニーに、来場者は酔いしれました。また、笙

しょう

などの雅楽器とコラボ
レーションし、雅楽「越

え

天
てん

楽
らく

」も披露されました。

特別養護老人ホーム五十鈴荘（大江町二俣）で、市内最高齢の河田
あやのさんを大橋市長が訪問しました。今年で107歳になる河田
さんに、大橋市長がお祝い状と記念品を手渡し、「いつまでもお元
気で」と声をかけました。河田さんは、長生きの秘訣を聞かれ、「皆
さんのおかげ。ありがたいことです」と微笑みました。市では毎年
100歳以上の市民に記念品を贈っており、今年は126人に記念品
が届けられました。

三和町友渕で、福知山の秋の特産 三和ぶどうの初収穫がありまし
た。三和ぶどうの品種はマスカットベリーＡで、甘みが強く大粒な
のが特徴です。大原野開発生産組合長の髙

たか

根
ね

利
とし

数
かず

さんは、「夏の天
候が悪く心配でしたが、糖度は十分で、今年も良い出来になりまし
た」と話していました。この日は20人が作業を行い、大阪などから
の予約注文のためのぶどうを収穫しました。

若者と地方をつなぐ 交流の場和洋中のハーモニー

市内最高齢 河
かわ

田
だ

あやのさんに敬老のお祝い 秋の味覚！ 三和ぶどうの初収穫

9・28

9・9 9・23

9・20 8・30

9・29

平成29年9月21日

こんにちは、秘書広報課です。涼しくなり、空もよう
やく秋めいてきましたね。
「丹波の萩寺」として親しまれる養泉寺では、秋の訪
れを感じさせるハギの花が見ごろを迎えています。
紫色や白色の小さな花をつけて垂れ下がる姿は、まる
で滝のよう。風に揺れる様子はとても趣があります。
花は今月下旬まで楽しめるそうです。

境内には、芸術家としても活躍されているご住職が木材
を使って製作した、動物のオブジェがあちこちに置かれ
ていて、これもまたいい雰囲気を醸していますよ～

また、観音堂の天井は、もとは福知山城舞殿の格天井
だったものと伝えられていて、81枚の板には花や鳥
などが色鮮やかに描かれています。

福知山市公式フェイスブックページでは、旬の情報や福知山の魅力、最新情報などを発信しています。
「いいね！」でまちの魅力発信にご協力ください！

福知山市公式フェイスブックページで発信した記事を紹介！

滝のように咲くハギの花が見ごろです！
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都
市
緑
化
植
物
園
（
猪
崎
）

問
（
TEL
22-

６
６
１
７
・
FAX
22-

６
６
２
９
）

■
迎
春
用
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

時 

12
月
３
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
豪
華
な
迎
春
用
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
つ
く
り
ま
す
。

定 

25
人（
先
着
順
）

費
３
５
０
０
円

申 

11
月
16
日
㈭
か
ら
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で

■ 

12
月
の
植
物
観
察
会

時 

12
月
9
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

内
市
自
然
科
学
協
力
員
と
公
園
の

落
葉
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

申 

12
月
７
日
㈭
ま
で
に
電
話
で

■
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
展

時 

12
月
10
日
㈰
〜
平
成
30
年
１

月
５
日
㈮

内
華
や
か
な
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
を
展

示
し
ま
す
。即
売
会
も
あ
り
。

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

時 

12
月
17
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
松
な
ど
で
迎
春
用
の
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
つ
く
り
ま
す
。

定 

15
人（
先
着
順
）

費
２
０
０
０
円

申 

11
月
23
日
㈭
か
ら
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で

陸
上
自
衛
隊
福
知
山
駐
屯
地

創
立
67
周
年
記
念
行
事

○
市
中
パ
レ
ー
ド

時 

12
月
２
日
㈯

午
後
１
時
55
分
〜
２
時
30
分

所
広
小
路
通
り
（
中
ノ
）
ほ
か

内
陸
海
空
自
衛
隊
員
部
隊
（
徒

歩
・
車
両
・
航
空
機
）
の
パ
レ
ー

ド
、
装
備
品
展
示
、
音
楽
演
奏
な

ど○
観
閲
式・訓
練
展
示・試
乗
な
ど

時 

12
月
３
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
３
時

所
福
知
山
訓
練
場
（
南
天
田
）

内
観
閲
行
進
、
空

降
下
、
太
鼓

演
舞
、
ラ
ッ
パ
ド
リ
ル
、
格
闘
展

示
、
模
擬
戦
闘
訓
練
展
示
な
ど
。

午
後
か
ら
は
74
式
戦
車
、
軽
装
甲

機
動
車
な
ど
の
試
乗
な
ど

○
駐
屯
地
一
般
開
放

時 

12
月
３
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

所
福
知
山
駐
屯
地
（
天
田
）

内
模
擬
売
店
、
装
備
品
展
示
、
音

楽
演
奏
、
小
学
生
の
絵
画
展
な
ど

※
詳
し
く
は
福
知
山
駐
屯
地
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
知
山
駐
屯
地（
TEL
22-

４
１
４

１
）

長
田
野
工
業
団
地
企
業
見
学
会

時 

12
月
５
日
㈫

午
後
１
時
〜
５
時

所
福
知
山
市
企
業
交
流
プ
ラ
ザ

（
長
田
野
町
）

内 

日
本
製
紙
ク
レ
シ
ア
㈱
京
都
工

場
、
ニ
ン
バ
リ
㈱
の
見
学

定 

30
人
程
度（
抽
選
制
）

申 

11
月
16
日
㈭
ま
で
に
は
が
き

か
フ
ァ
ク
ス
で
一
般
社
団
法
人

長
田
野
工
業
セ
ン
タ
ー
（
TEL
27-

２
０
０
２
・
FAX
27-

７
７
０
４
）

へ郵
送
先
住
所
／
〒
６
２
０-

０
８

５
３　

福
知
山
市
長
田
野
町
３
丁

目
１
番
地
１

戸
田
橋
延
伸
工
事
見
学
会

時 

11
月
21
日
㈫　

午
後
２
時
〜

所
戸
田
橋（
戸
田
）

内 
由
良
川
築
堤
工
事
に
伴
い
、
戸

田
橋
を
延
伸
す
る
区
間
の
新
し
い

橋
桁
を
ク
レ
ー
ン
で
設
置
す
る
現

場
を
見
学
し
ま
す
。

定 

20
人

申 

11
月
13
日
㈪
ま
で
に
所
定
の

申
込
用
紙
を
直
接
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
京
都
府
中
丹
西
土
木
事

務
所
（
TEL
22-

５
１
６
０
・
FAX
22-

５
１
６
７
）
へ　

※
申
込
用
紙
は
都
市
整
備
課
、
中

丹
西
土
木
事
務
所
で
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、
中
丹
西
土
木
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

看
護
職
就
業
相
談
会

時 

11
月
９
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

所
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
知
山
（
東
羽

合
町
）

対
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
の
資
格
を
お
持
ち
の
人

問（
公
社
）京
都
府
看
護
協
会
京
都

府
北
部
看
護
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
TEL
０
７
７
２-

46-

９
０
０
２
・

FAX
０
７
７
２-

46-

９
０
０
８
）

京
都
府
「
視
覚
相
談
会
」

時 

11
月
24
日
㈮

午
前
11
時
〜
午
後
３
時
30
分

所
舞
鶴
市
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

（
舞
鶴
市
伊
佐
津
）

内
個
別
相
談
、
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
相

談
、子
ど
も
の
相
談
な
ど

申 

11
月
17
日
㈮
ま
で
に
社
会
福

祉
課
（
TEL
24-

７
０
１
７
・
FAX
22-

９
０
７
３
）

問
京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
障
害
グ
ル
ー
プ
（
TEL
０
７
５

-

５
３
１-

９
６
０
８
）

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

平成28年度 人権と平和に関する標語  応募作品より
「今日の友達　明日も友達　ずっと友達 」　菟原小学校４年生

講
座
・
教
室

※メール  メールアドレスは@のあとに city.fukuchiyama.lg.jpを入れてください。
※次の場合は記載していません　対だれでも　定なし　費無料　申不要

平成28年度 人権と平和に関する標語  応募作品より
「これからの　笑顔の為に　ふみだそう」　三和中学校２年生

就
職
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

時  

12
月
1
日
㈮

午
後
３
時
〜
４
時

所
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
堀
会

館（
堀
口
）

内
応
募
書
類
の
書
き
方
、
面
接
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど

対
求
職
者
、
転
職
を
考
え
て
い
る

人定  

６
人（
先
着
順
）

申
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク（
TEL
22-

３
８
１
５
・
FAX
23-

３
８
１
６
）

多
文
化
共
生
推
進
講
演

－

地
域
ぐ
る
み
の
多
文
化
共
生

－

　

地
域
で
の
国
際
化
の
現
状
か
ら

「
多
文
化
共
生
」の
取
り
組
み
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

時 

11
月
19
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

所 

福
知
山
公
立
大
学
（
西
小
谷
ヶ

丘
）

講
西に

し

原は
ら

鈴す
ず

子こ

さ
ん
（
元
独
立
行
政

法
人
国
際
交
流
基
金
日
本
語
国
際

セ
ン
タ
ー
所
長
）

問
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
（
TEL
24-

７
０
７
６
・
FAX
23-

６
５
３
７
）

乳
幼
児
へ
の
応
急
処
置
を
学
ぶ

市
民
救
命
士
養
成
講
座

時 

12
月
17
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

所
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
（
東
羽
合

町
）

内
小
児
・
乳
児
・
新
生
児
へ
の
応
急

手
当
、心
肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
な
ど

対
乳
幼
児
の
保
護
者

定   

30
人（
先
着
順
）

対
保
育
ル
ー
ム
、授
乳
室
あ
り

申 

11
月
15
日
㈬
〜
12
月
８
日
㈮
ま

で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
消
防

署
警
防
課（
TEL
23-

４
１
１
９
・
FAX

22-

５
４
５
８
）へ

家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

　

自
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
を
対

象
に
し
た
勉
強
・
交
流
会
。

【
会
場
と
時
間
】

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
な

　

や
三
丁
目（
金
屋
）

時 

11
月
12
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
腰
痛
な
ど
の
緩
和
や
予
防
に
つ

い
て
の
講
話
、交
流
会

申 

11
月
９
日
㈭
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
で
北
陵
・
大
江
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
TEL
56-

１
１

０
６
・
FAX
56-

２
０
１
８
）
へ

■
サ
ン
ヒ
ル
ズ
紫
豊
館（
榎
原
）

時 

11
月
25
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
粘
土
を
使
っ
た
作
品
づ
く
り
、

交
流
会

申 

11
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
で
成
和
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
TEL
34-

０
５
５
９
・

FAX
34-

０
４
０
４
）
へ

■
下
六
人
部
会
館（
長
田
南
）

時 

11
月
25
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内
管
楽
器
演
奏
の
鑑
賞
、交
流
会

申 

11
月
22
日
㈬
ま
で
に
直
接
、
ま

た
は
電
話
、フ
ァ
ク
ス
で
六
人
部
・

三
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
TEL
58-

２
１
２
０
・
FAX
58-

２
３

３
０
）へ

平
成
30
年
成
人
式

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

時
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

正
午
〜
午
後
４
時

所
三
段
池
公
園
総
合
体
育
館
（
猪

崎
）

対
市
内
の
高
等
学
校
在
籍
の
生
徒
、

市
内
在
住
の
高
校
生

定 

15
名（
先
着
順
）

申 

11
月
30
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
生

涯
学
習
課
（
TEL
22-

９
５
５
２
・

FAX
24-

４
８
８
０
）
へ

平
成
29
年
度
自
衛
官
等
募
集

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

問
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
福

知
山
地
域
事
務
所（
TEL
23-

０
４
１

６
）

学
生
を
支
援
し
ま
す

人
権
育
成
支
援
事
業

　

人
権
を
学
ぶ
意
欲
の
高
い
高
校

生
、
大
学
生
な
ど
を
対
象
に
人
権

学
習
会
を
開
催
し
、
支
援
金
を
支

給
し
ま
す
。

【
支
援
金
額（
月
額
）】

国
公
立
・
私
立
・
私
立
高
校　

１
５
０
０
円

大
学
・
専
修
学
校
等

　

２
５
０
０
円

入
学
一
時
金
支
給
事
業

　

修
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経

済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難
な
高

校
生
、
大
学
生
な
ど
に
入
学
一
時

金
を
給
付
し
ま
す
。
※
１
人
１
回

【
支
援
金
額（
月
額
）】

国
公
立
高
校
等　
　
　
　

１
万
円

私
立
高
校
等　
　
　
　
　

２
万
円

国
公
立
大
学
・
専
修
学
校
等

２
万
５
千
円

私
立
大
学
・
専
修
学
校
等 

５
万
円

申 

11
月
30
日
㈭
ま
で
に
必
要
書

類
を
提
出

対
象
や
申
請
な
ど
詳
し
く
は
、
学

校
教
育
課
（
TEL
24-

７
０
４
０
・

FAX
24-

４
８
８
０
）
へ

地
域
と
一
体
と
な
っ
た

歩
道
除
雪

　

積
雪
時
の
歩
道
通
行
の
確
保
の

た
め
、
市
や
府
と
協
働
し
て
、
地

域
の
国
道
・
府
道
に
あ
る
歩
道
の

除
雪
を
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
自

治
会
や
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

除
雪
機
械
の
燃
料
、
保
険
料
な
ど

は
府
が
負
担
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
京
都
府
中
丹
西
土

木
事
務
所
（
TEL
22-

５
１
１
６
・

FAX
22-

５
１
６
７
）
へ

募　
　

集

高
等
工
科
学
校
生
徒

区分 募集人員 資　　格 受付期間 試験期日

推　

薦

参考
(28年度）
約６０名

男子で中卒(見込
含）１７歳未満の、成
績優秀かつ生徒会
活動などに顕著な
実績を修め、学校
長が推薦できる者

12月１日まで

平成３０年
１月６～８日
※いずれか１
日を指定され
ます。

一　

般

参考
(28年度）
約２６０名

男子で中卒(見込
含）１７歳未満の者 平成３０

年１月９日ま
で

１次 平成３０年
１月２０日
２次 平成３０年
２月１～４日

※将来の陸上自衛官を養成します。（入校：平成30年4月上旬）
※詳細は自衛官募集ホームページなどでご確認ください。
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北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

　

12
月
10
日
か
ら
16
日
は
、
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で
す
。

　

拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

は
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
関
心
と
認
識
を

深
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

問
人
権
推
進
室（
TEL
24-

７
０
２
２

・
FAX
23-

６
５
３
７
）

修
理
再
生
品
の
展
示
販
売

時 

12
月
１
日
㈮
〜
28
日
㈭

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
日
は
第
３
日
曜
の
午
前
８
時

30
分
〜
正
午
）

場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
牧
・
環

境
パ
ー
ク
内
）

内
家
具
類
15
点
・
自
転
車
５
台

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
中
学

生
以
下
の
人
は
、
保
護
者
の
同
意

が
必
要
）

申
同
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
で
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
で
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰
に

決
定
し
、
電
話
な
ど
で
通
知
し
ま

す
。

問
環
境
政
策
室
（
TEL
22-

１
８
２

７
・
FAX
22-

４
８
８
１
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

　

京
都
府
最
低
賃
金
は
、
10
月
1

日
か
ら
次
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

時
間
額 　

８
５
６
円

 　
　
　
　
　
（
25
円
引
上
げ
）

　

京
都
府
最
低
賃
金
は
、
京
都
府

内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働

者
（
パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
も
含
む
）

と
、
労
働
者
を一人
で
も
使
用
し
て

い
る
全
て
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

問
京
都
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
（
TEL
０
７
５-

２
４
１-

３
２
１

５
）
ま
た
は
最
寄
の
労
働
基
準
監

督
署
ま
で

労
働
ト
ラ
ブ
ル
解
決
制
度

　

解
雇
、
雇
用
止
め
な
ど
、
労
働

者
個
人
と
事
業
主
の
間
の
ト
ラ
ブ

ル
を
、
公
平
・
中
立
の
立
場
で
あ
っ

せ
ん
員
が
あ
っ
せ
ん
（
話
し
合
い
）

で
円
満
に
解
決
し
ま
す
。

　

手
続
き
は
簡
単
、
無
料
！
秘
密

厳
守
で
迅
速
な
解
決
を
目
指
し
ま

す
。
労
働
者
、
使
用
者
ど
ち
ら
か

ら
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
京
都
府
労
働
委
員
会
（
TEL
０
７

５-

４
１
４-

５
７
３
３
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
の
成
立
（
加
入
）

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
で
す
。
労
働
保
険
と
は
、

労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
２
つ
を

併
せ
た
保
険
の
こ
と
を
い
い
、
政

府
が
管
掌
す
る
強
制
保
険
制
度
で

す
。
労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
を
含
む
）
を
一
人
で
も
雇
用

し
て
い
れ
ば
、
加
入
手
続
き
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
農
林

水
産
の
一
部
事
業
は
除
く
）
。
労

働
保
険
は
、
労
働
（
通
勤
）
災
害

や
失
業
な
ど
が
生
じ
た
際
に
、
保

険
給
付
な
ど
を
行
う
こ
と
で
労
働

者
の
福
祉
増
進
を
図
る
制
度
で
す
。

問
京
都
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

（
TEL
０
７
５-

２
４
１-

３
２
１
３
）

ま
た
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督

署
・
公
共
職
業
安
定
所
ま
で

個
人
住
民
税
特
別
徴
収
の

一
斉
指
定
に
つ
い
て

　

特
別
徴
収
は
、
事
業
主
（
給
与

支
払
者
）
が
所
得
税
の
源
泉
徴
収

と
同
様
に
、
従
業
員
（
納
税
義
務

者
）
に
代
わ
り
、
毎
月
従
業
員
に

支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を

差
し
引
き
、
納
入
す
る
制
度
で
、

地
方
税
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

特
別
徴
収
は
、
税
額
の
計
算
を

市
町
村
が
行
い
ま
す
の
で
、
事
業

主
の
方
に
所
得
税
の
よ
う
に
税
額

を
計
算
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
従
業
員
に
と
っ
て
は
、

特
別
徴
収
は
12
回
に
分
け
て
給
与

か
ら
差
し
引
く
の
で
、
年
４
回
で

納
め
る
普
通
徴
収
に
比
べ
て
、
１

回
あ
た
り
の
負
担
軽
減
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
都
度
、
納
税
に

赴
く
必
要
が
な
く
な
り
、
納
め
忘

れ
も
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

京
都
府
と
府
内
市
町
村
は
、
法

令
の
遵
守
、
納
税
義
務
者
の
利
便

性
向
上
と
安
定
し
た
税
収
の
確
保

を
図
る
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら

原
則
と
し
て
、
全
て
の
事
業
者
を

特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
し
、
個

人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底
し

ま
す
。

　

ま
た
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
和

歌
山
県
の
各
府
県
内
市
町
村
で
も
、

平
成
30
年
度
か
ら
同
様
に
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

問
税
務
課
（
TEL
24-

７
０
２
４
・

FAX
23-

６
５
３
７
）

消費税軽減税率制度説明会
　平成31年10月１日の消費税率引上げ時に導入予定の軽減げ
税率制度について説明会を開催します。
　軽減税率制度(複数税率)への対応が必要となる中小企業･
小規模事業者などに経費の一部を補助する「軽減税率対策補
助金」制度の説明も行います。
時11月21日㈫　午後３時30分～４時30分
所ハピネスふくちやま　市民ホール（内記三丁目）
対全ての事業者
※会場の収容人数を超えた場合には、
受付を終了する場合があります

問福知山税務署法人課税第一部門
　（ TEL22-3209）

※メール  メールアドレスは@のあとに city.fukuchiyama.lg.jpを入れてください。
※次の場合は記載していません　対だれでも　定なし　費無料　申不要

そ
の
他

平成28年度 人権と平和に関する標語  応募作品より
「わたしから　みんなにつながる　やさしい気もち」　美鈴小学校２年生

平成28年度 人権と平和に関する標語  応募作品より
「たのしいな　みんなとあそべて　うれしいな」　上六人部小学校２年生

福
知
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対

象
に
、
地
域
の
仲
間
づ
く
り
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
健
康
づ
く

り
に
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
、
水

中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

費
高
校
生
以
上　

３
千
円
／
半
年

※
保
険
料
が
別
途
必
要

申
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、

会
費
を
添
え
て
福
知
山
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
市
民
体
育
館
内

TEL
・
FAX
22-

４
６
５
７
）
へ

第
７
回
会
長
杯
争
奪
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
交
流
大
会
参
加
者
募
集

時 

11
月
15
日
（
水
）

午
後
７
時
〜
８
時
45
分

所
市
民
体
育
館
（
和
久
市
）

対
会
員
で
な
く
て
も
参
加
可
能

定 

25
人

費
５
０
０
円（
小
学
生
３
０
０
円
）

※
用
具
代
１
５
０
円
が
別
途
必
要

に
な
り
ま
す

申
所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、

福
知
山
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
市
民
体
育
館
内
TEL
・
FAX
22-

４
６

５
７
）
へ

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

の
特
例
に
つ
い
て

　

住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税
は
、

面
積
に
よ
っ
て
小
規
模
住
宅
用
地

と
一
般
住
宅
用
地
に
分
け
て
特
例

措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
通
常
、

新
築
家
屋
の
評
価
に
お
伺
い
し
た

時
に
、
『
住
宅
用
地
に
対
す
る
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
の
特

例
』
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

適
用
し
て
い
ま
す
。

※
賦
課
期
日
に
新
た
に
住
宅
の
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
土
地
や
住

宅
が
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
土
地

は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
納
税
通
知
書
を
ご
用
意
の
う
え
、

税
務
課
（
TEL
24-

７
０
２
５
・
FAX

23-

６
５
３
７
）
へ

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
㈭
〜
15
日
㈬
、
「
火

の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣

に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
季
全

国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。　

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
空
気

が
乾
燥
し
火
災
が
多
く
発
生
す
る

季
節
で
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
、
火
災
か
ら
尊
い
命
や

財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
、
全

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
火
災
で
逃
げ
遅
れ
な
い
よ

う
、
寝
室
・
台
所
な
ど
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
設
置
し
て
約
10
年
を

経
過
し
た
も
の
は
、
電
池
切
れ
な

ど
で
正
常
に
作
動
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。

住
宅
火
災
か
ら
命
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

○
燃
え
や
す
い
も
の
の
そ
ば
で
ス

ト
ー
ブ
を
使
わ
な
い

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
か
ら
離
れ
る

時
は
必
ず
火
を
消
す

４
つ
の
対
策

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
○
防
炎
品
を
使
用
す
る

○
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る

○
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

本
市
内
で
開
催
さ
れ
る
祭
礼
、

縁
日
、
花
火
大
会
、
展
示
会
な
ど

多
く
の
人
が
集
ま
る
も
の
で
、
火

気
を
取
扱
う
催
し
を
主
催
す
る
人

や
火
気
を
使
用
す
る
露
店
・
屋
台

な
ど
を
開
設
す
る
人
は
、
消
防
署

へ
の
届
出
と
、
安
全
な
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
に
最
大
限
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
・
消
防
署
予
防
課

（
TEL
23-

５
１
１
９
・
FAX
22-

５
４

５
８
）・
東
分
署
予
防
係
（
TEL
27-

０
１
１
９　
FAX
27-

４
４
５
４
）

・
北
分
署
予
防
係（
TEL
33-

０
１
１

９　
FAX
33-

４
４
５
４
）

犯
罪
被
害
者
週
間

　

11
月
25
日
㈯
か
ら
12
月
１
日
㈮

は
犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。　

　

私
た
ち
は
突
然
、
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
犯

罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
や
そ
の

家
族
は
、
直
接
的
な
被
害
だ
け
で

な
く
、
精
神
的
・
経
済
的
負
担
な

ど
、
様
々
な
困
難
に
直
面
し
ま

す
。
こ
う
し
た
困
難
か
ら
立
ち
直

り
、
安
心
し
て
平
穏
な
生
活
を
送

る
た
め
に
は
、
ま
わ
り
の
皆
さ
ん

や
地
域
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で

す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
24
年
に
「
福

知
山
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
」
を
制
定
し
、
平
成
28
年
に
は

京
都
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
犯
罪

に
遭
わ
れ
た
人
が
平
穏
な
生
活
を

取
り
戻
す
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問
暴
力
追
放
推
進
協
議
会
事
務
局

（
生
活
交
通
課
TEL
24-

７
０
２
０
・

FAX
23-

６
５
３
７
）・
福
知
山
警
察

署（
TEL
22-

０
１
１
０
）

事
業
者
向
け

犯罪被害に関する主な相談窓口 相談内容 電話番号

福知山市役所生活交通課

犯罪被害
などに関
する相談

0773-24-7020

福知山警察署 0773-22-0110

京都犯罪被害者支援センター
ほくぶ相談室 0120-78-3974

京都府犯罪被害者
サポートチーム 075-414-5700

京都性暴力被害者ワンストップ
相談支援センター（京都 SARA）

性暴力や性犯
罪被害などに
関する相談

075-222-7711

性犯罪被害相談電話 ＃ 8103

区　　　分 範　　　囲 課税標準額

小規模住宅用地 住宅１戸あたり
200㎡以下の部分

固定資産税　　
　　価格の1/6

都市計画税　　
　　価格の1/3

一般住宅用地 上記の200㎡を
超える部分

固定資産税　　
　　価格の1/3

都市計画税　　
　　価格の2/3
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時＝日時　所＝場所　対＝対象　申＝申込先　 TEL＝電話　FAX＝ファクス

 2017. 11 Fukuchiyama　24　

ところ と　　き 行　事　名 対　象 内　　容 申込

中央館

2日㈯ 14：00～ 冬のおはなし会
スペシャル 幼児～ 人形劇　（45分程度） 不要

6日㈬ ①10：30～
②11：00～ おはなしのひろば 幼　児 絵本の読みきかせ　（15分程度） 不要

13日㈬ ①10：30～
②11：00～ おはなしのひろば 幼　児 絵本の読みきかせ　（15分程度） 不要

17日㈰ 10：30～ 工作教室 小学生 工作　（1時間程度） 要

20日㈬ ①10：30～
②11：00～ おはなしのひろば 幼　児 絵本の読みきかせ　（15分程度） 不要

27日㈬　①10：15～②11：15～
えほんのへや
【だっこクラス】

4カ月児～
10カ月児

絵本の読みきかせ・わらべうた・
紙芝居　など　（30分程度） 不要

28日㈭ ①10：15～
②11：15～

えほんのへや
【よちよちクラス】

11カ月児～
1歳児

絵本の読みきかせ・わらべうた・
紙芝居　など　（30分程度） 不要

大　江
分　館 9日㈯　　10：30～ 冬のおはなし会

スペシャル
幼児～

小学校低学年
絵本の読みきかせ・ふれあいあそび  ・か
んたんな工作　など　（1時間程度） 不要

三　和
分　館 16日㈯ 10：30～ 冬のおはなし会

スペシャル
幼児～

小学校低学年
絵本の読みきかせ・ふれあいあそび  
・親子工作　など　（1時間程度） 不要

夜久野
分　館 17日㈰ 10：30～ 大人のための

おはなし会 高校生以上 絵本の読みきかせ・紙芝居  など　
（45分程度） 要

※えほんのへやは、会場の状況によりご入場いただけないことがあります。
※内容は予定です。変更になる場合もあります。詳しいことは、図書館までおたずねください。

本
と
の
出
合
い

図
書
館
へ

GO!

■中　央　館（駅　前　町）／ TEL22-3225・FAX22-7118
■大 江 分 館（大江町中央）／ TEL兼 FAX56-1017
■三 和 分 館（三和町千束）／ TEL58-4715・FAX58-4716
■夜久野分館（夜久野町下町）／ TEL兼 FAX37-1066

12月のイベント

11
月
の
お
す
す
め
図
書

展
示
テ
ー
マ「
芸
術
の
秋
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」

ミミちゃんとコロちゃんの
図書館情報局

11月に開催する行事のご案内だよ！
平成２９年度　読書活動支援事業
読書ボランティア養成講座
大
おお

竹
たけ

　麗
れい

子
こ

 さん　講演会
～心に届く言葉・心に届ける言葉～

時＝１１月１９日㈰　午後１時～午後4時
所＝市民交流プラザふくちやま４階
　　会議室４－１（駅前町）
内＝大竹　麗子さん
　　（㈱おはなしかご主宰）の講演会
対＝高校生以上
定＝５０名程度（先着順です。）
入＝無料　　　申＝要
他＝保育ルームあります。事前申込制で、先
着５名までです。（１歳児～未就学児）

問＝図書館中央館
　　（ TEL22-3225・FAX22-7118）

絵
え

とき日
に

本
ほん

美
び

術
じゅつ

ジャンル＝日本画
著＝石

いし

川
かわ

　マサル,
　　フレア（共著）
 （エムディエヌコーポ
　レーション）

数百年以上も前から
魅力あるアートがあ
ふれていた日本。絵
の魅力や見どころを
絵師の人柄も織り交
ぜ、わかりやすく解説
しています。

芸
げい

術
じゅつ

がわからなくても
美
び

術
じゅつ

館
かん

がすごく楽
たの

しくなる本
ほん

ジャンル＝美術館
著＝藤

ふじ

田
た

　令
れ

伊
い

（秀和システム）

美術館は美術品だけでなく、建物や庭
園もアートです。気軽に訪れて豊かな
時間と空間の中で、心の贅沢を楽しん
でください。

中央館で開館時間内に随
時受付中だよ！　申込は、
TEL・FAXでもOKだよ！

工作教室は、
12月1日㈮
午前10時から
中央館で

受付開始だよ！

夜久野分館で
開館時間内に
随時受付中！

時各教室とも　午後1時～3時
所リサイクルプラザ2階
　（牧・環境パーク内）
対市内在住・在勤の人
※中学生以下は保護者の同伴が
必要です。

※設備の数が限られているため、
同一教室での申し込みは、1世
帯1人とします。

申11月16日㈭午前8時30分から
各教室の前日までに、環境政策室
（ TEL22-1827・FAX22-4881）まで
※先着順
※団体・グループでの体験教室も
受け付けます。（月2団体以内）

※キャンセルされる場合は、教室
の2日前までには必ずご連絡く
ださい。

リサイクルプラザ体験教室・生ごみ堆肥づくり 12月
開催日 教　　室　　名 内　　　容 募集人数 受講料

4日㈪ ＜布教室＞パフリースを作ろう
布を使ってクリスマスにぴったりのかわいいパフリース
を作ります。 6人 300円

（税込）

7日㈭ ＜布教室＞ホームウェアーを作ろう
着物地を使って、ホームウェアー（袖なし）を作ります。
※ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

11日㈪

＜布教室＞
保温カバー（鍋用）を作ろう

保温性がある布で、鍋などを包むことができるカバー
を作ります。　※ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

＜ガラス教室＞
トンボ玉を作ろう（ガラス玉）

オリジナルのガラス玉（大１個と小２個）を作ります。　
※バーナーを使います。　※中学生以上が対象です。 6人 500円

（税込）

13日㈬

福知山環境会議
＜家庭用生ごみ堆肥作り講習会＞

木箱を使った生ごみ堆肥作りのノウハウを学びま
す。 10人 無料

＜布教室＞
手さげ袋を作ろう

着物地または帯地を使ってオリジナルの手さげ袋を作
ります。　※ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

15日㈮ ＜牛乳パック教室＞座椅子（大）を作ろう
牛乳パックと布を使って、すわり心地のいい座椅子(大)を
作ります。　※ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

17日㈰

＜布教室＞
布帽子（ツバ付）を作ろう

布を使ってツバ付タイプの帽子を作ります。
※ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

＜布教室＞
発泡スチロールで木目込みを作ろう

発泡スチロールに布を木目込んで、正月用の絵を作り
ます。 6人 300円

（税込）

20日㈬ ＜布教室＞猿ぼぼの置物を作ろう
南天の木に、かわいい「猿ぼぼ」を９体並べて乗せた置
物を作ります。 6人 300円

（税込）

21日㈭ 福知山環境会議
＜木工教室＞ 木工クラフト（ミニ門松）を作ります。 5人 500円

（税込）

22日㈮ ＜布教室＞帯でタペストリーを作ろう 帯地を使って、正月用のタペストリーを作ります。 6人 300円
（税込）

GO！

エコは了解！

カ
ン
ちゃん　ビン

ちゃ

ん

と の

『不法投棄は犯罪！』 の巻

問　 環境政策室（ 　22-1827・　 22-4881）TEL FAX

　ここ数年、人目につきにくい場所に家庭で不要になったごみ（家庭ごみ、テレビ、冷蔵庫、タ
イヤなど）を捨てたりする人が年々増加しており、社会問題になっています。

もし、不法投棄する人を見かけたら……
「車のナンバーを控える」「警察または市の環境政策室」に通報する。
土地の所有者・管理者も、土地を常にきれいに管理することで不法投棄防止につながります。

不法投棄した場合の罰則
廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

５年以下の懲役もしくは
1,000 万円以下の罰金

（福知山市内の不法投棄現場）

体験教室の材料パーツ（各500円）や
完成品も販売中！

平成28年度 人権と平和に関する標語  応募作品より
「ゆずりあう心に　花がさく」　有仁小学校２年生
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平成29年7月26日付で
新たに福知山市指定文化財に2件を指定！!

　

本
像
は
永
明
寺
の
本ほ

ん

尊ぞ
ん

で
あ
り
、
室

町
時
代
中
期
に
あ
た
る
十
五
世
紀
頃

に
作
ら
れ
た
仏
像
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

「
永よ

う

明め
い

寺じ

縁え
ん

起ぎ

」
や
「
天あ

ま

田だ

郡ぐ
ん

志し

資し

料り
ょ
う

」

な
ど
に
よ
る
と
永
明
寺
と
い
う
お
寺
が

で
き
た
時
期
も
こ
の
頃
で
あ
り
、
仏
像

が
作
ら
れ
た
時
期
と
永
明
寺
が
建
っ
た

こ
ろ
の
時
期
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
永

明
寺
創
建
に
関
わ
る
仏
像
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

構
造
は
、
寄よ

せ

木ぎ

造づ
く
り

（
幾
つ
か
の
木
材

を
組
み
合
わ
せ
る
技
法
）・
玉ぎ

ょ
く

眼が
ん

（
水

晶
板
な
ど
で
目
を
表
現
す
る
技
法
）
と

な
り
、
頭
部
は
両
耳
の
線
で
前
後
二
材

を
合
わ
せ
て
構
成
し
、
首
上
下
部
分
で

も
木
材
が
違
っ
て
い
ま
す
。
体
部
も
前

後
二
材
で
構
成
さ
れ
、
脚
の
部
分
は
横

一
材
を
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

表
面
彩
色
は
古
色
が
残
り
、
髪
は
群
青

色
、
眉
・
髭
は
墨
で
描
か
れ
、
口
唇
は

朱
色
が
施
さ
れ
、
着
衣
の
一
部
に
切き

り

金が
ね

文
様
が
残
り
ま
す
。（
宝
冠
な
ど
の
装

飾
具
は
、
後
に
補
わ
れ
た
装
飾
と
な
り

ま
す
。）
ま
た
、
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐

像
は
当
地
方
で
は
比
較
的
少
な
い
仏
像

の
種
類
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
像
は
彫
り
が
深
く
、
着
衣
の
し
わ

も
複
雑
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
見
る
べ

き
と
こ
ろ
の
多
い
中
世
の
仏
像
で
す
。

室
町
時
代
の
仏
像
の
典
型
的
な
代
表
例

と
し
て
、
文
化
財
的
価
値
の
高
い
仏
像

と
い
え
ま
す
。

今
年
７
月
に
、
新
た
な
福
知知
山
市
指指
定
文
化
財財
が
２
件件
指
定
さ
れれ
た
こ
とと
を

こ
と
を

た

をを

文

先
月
号
よ
り
紹
介
し
て
い
ま
すす
。

今
月
号
で
は
「
木も

く

造ぞ
う

如に
ょ

意い

輪輪り
んん

観か
ん

音の
ん

菩菩菩菩ぼぼ

薩薩薩薩さ
つ
ささ

坐坐坐ざざ

像ぞ
う

」
を
紹
介介
し
ま
す
。。

し
ま
す
ま
す

12月・相談あんない　※いずれも無料・秘密厳守。特記した相談以外は、事前の申し込みは不要です。

略記号の説明　◯所＝場所　◯問＝問い合わせ先　◯社協＝社会福祉協議会

休
日
当
番
医（
12
月
）

内 科・
小児科

休日急患診療所
（北本町二区  TEL22-4128）

9：00～ 12：00
13：30～ 17：30

3日
（日）

10日
（日）

17日
（日）

23日
（土・祝）

24日
（日）

30日
（土）

31日
（日）

※休日急患診療所開設日の18：00～ 24：00は、当番医がそれぞれの診療所で在宅
診療を行っています。

　詳細は、休日急患診療所（TEL22-4128）または消防署（TEL22-0119）まで。

外　科

福知山市民病院
（厚中問屋町  TEL22-2101） 0：00～ 24：00 3日（日）

17日
（日）

24日
（日）

30日
（土）

京都ルネス病院
（西本町  TEL22-3550） 0：00～ 24：00 10日

（日）
23日
（土・祝）

31日
（日）

歯　科 駅前おかもと歯科医院
（駅前町  TEL22-3274） 9：00～ 17：00 31日

（日）

●木造如意輪観音菩薩坐像
（像高65.3ｃｍ　所有者：永明寺）

問
生
涯
学
習
課
文
化
財
保
護
係

　
（
TEL 

２４-

７
０
６
５
・ 

FAX 

25-

３
０
８
０
）

　このコーナーは、広報担当者が取材の中
で見つけた、市民の皆さんに知って欲しい！
恋してほしい！と思ったところ、つまり「ふく
ちやまにドッ恋セ」なところを紹介するコー
ナーです。

現在、市役所ロビー
で、初代福知山市長
高木半兵衛さん（任
期：昭和12年5月18
日～昭和15年3月
31日）が登庁に使用
していたという人力
車を展示しています。
80年前、今とはまっ
たく違う福知山のまちなみを走っていた
と考えると、なんとも言葉にできない気持
ちになります。１月30日（火）まで展示して
いますので、ぜひ一度ご覧ください。
福知山市は今年で80歳になりました。

長い歴史の中でたくさんの人々が織り成
すドラマがあったのでしょう。この広報誌
が、市民の皆さんにとって、「この時こん
なことあったなぁ」と読み返したくなるよ
うなものになればと願いながら、今日も
締め切りに追われています。

たか ぎ はん べ え

9月末現在の人口・世帯数

★人　口／79,144人（－1）
　　　男／ 38,874人（－18）
　　　女／ 40,270人（＋17）
★世帯数／ 36,152世帯（＋21）

※（　）は前月比

※最新の人口・世帯数は市ホームページ
　で公開しています。

納期限日：11月30日㈭
◇国民健康保険料・介護保険料6期
◇後期高齢者医療保険料5期
　（いずれも普通徴収分）
■保 険 課 国 保 料 係 （TEL24-7019）
■高齢者福祉課介護保険係 （TEL24-7013）
■保険課高齢者医療係 （TEL24-7018）
■代表FAX　23-6537

納付のお知らせ

区分 相　　　談 日（曜日） 時　　間 場　　所 問い合わせ先

人　
　
　

権

人権相談 4日㈪ 10：00～ 15：00 市民交流プラザ

人権推進室  TEL24-7022 FAX23-6537心配ごと相談
11日㈪

9：00～ 15：00
大江町総合会館

15日㈮ 三和支所
20日㈬ 夜久野ふれあいプラザ

女性相談
（前日までに要予約。先着3人。） 14日㈭ 13：00～ 16：00 男女共同参画センター

健　
　
　
　

康

成人の健康相談

栄養相談

12日㈫
13：30～ 15：30

○所・○問　北部保健福祉センター  TEL56-2620 FAX56-2018
13日㈬ ○所・○問　三和支所内 東部保健福祉センター  TEL58-2090 FAX58-3013
19日㈫ ○所・○問　西部保健福祉センター  TEL37-1234 FAX37-5002
26日㈫ 9：30～ 11：00 ○所・○問　中央保健福祉センター  TEL23-2788 FAX23-5998

栄養相談は要事前申込／当日までに、電話・FAXまたは直接各保健福祉センターまで。

親と子の健康相談
8日㈮

10：00～ 11：30
○所・○問　西部保健福祉センター  TEL37-1234 FAX37-5002

13日㈬ ○所・○問　北部保健福祉センター  TEL56-2620 FAX56-2018
21日㈭ ○所・○問　三和支所内 東部保健福祉センター  TEL58-2090 FAX58-3013

出張がん個別相談会 26日㈫ 13：00～ 15：30 中丹西保健所
要事前申込／前日16時までに京都府がん総合相談支援センター（0120-078-394）まで。

福　
　
　
　
　
　

祉

身体障害者相談 3日㈰・21日㈭ 13：00～ 15：00 総合福祉会館 社会福祉課  TEL24-7017 FAX22-9073
身体障害者巡回相談
（整形外科）

21日㈭
要事前申込／12月14日㈭までに、電話・FAXまたは直接社会福祉課まで。

精神障害者相談員に
よる相談 13日㈬・27日㈬ 電話・直接相談

13：00～ 16：00
電話相談 090-6911-7099
人権ふれあいセンター堀会館 社会福祉課  TEL24-7017 FAX22-9073

きこえの相談会 22日㈮ 10：00～ 15：30 市聴覚言語障害センター　TEL45-3025  FAX24-4459
要事前申込／12月18日㈪までに、電話・FAXで市聴覚言語障害センターまで。

成年後見に関する
専門職相談会

13日㈬ 13：00～ 15：00 総合福祉会館  市成年後見センター TEL25-3211 FAX24-5282
弁護士による相談会。要事前申込／前日正午までに電話・FAXで市成年後見センターまで。

ふれあい福祉相談 1日㈮ 13：00～ 16：00

総合福祉会館 ◯社協 本　　所  TEL25-3211  FAX24-5282
三和支所 ◯社協 三和支所  TEL58-3713  FAX58-3732
ふれあいの里福祉センター ◯社協 夜久野支所  TEL38-1200  FAX38-1230
老人福祉センター舟越会館 ◯社協 大江支所  TEL56-0224  FAX56-1654

年金相談

4日㈪ 10：00～ 15：30 市民課内相談室 舞鶴年金事務所  TEL0773-78-116521日㈭ 10：00～ 15：10 中丹勤労者福祉会館
要事前申込／電話で舞鶴年金事務所お客様相談室（予約専用TEL0773-76-5772）まで。
月～金（祝日を除く） 8：30～ 16：00 舞鶴年金事務所 舞鶴年金事務所  TEL0773-78-1165
要事前申込／電話でねんきんダイヤル0570-05-1165または舞鶴年金事務所まで。

家庭児童相談 月～金（祝日を除く）  8：30～ 16：15 家庭児童相談室 子育て支援課  TEL24-7066 FAX22-9073
教
育 子ども教育相談 月～金（祝日を除く）  9：00～ 16：00 ○所・○問　教育相談室  TEL24-3749 FAX24-5135

く　

ら　

し

生活としごとの総合相談 月～金（祝日を除く）  8：30～ 17：00 生活としごとの相談窓口 社会福祉課  TEL24-7094 FAX23-6610
消費生活相談 月～金（祝日を除く）  9：00～ 16：00 消費生活センター 生活交通課  TEL24-7020 FAX23-6537

農地・農政相談 11日㈪  9：00～ 12：00 各支所・京都農協・京都丹の国農協の各支店ほか 農業委員会  TEL24-7046 FAX23-6537

税務相談 21日㈭　 13：00～ 16：00 市民相談室 市民相談室  TEL24-7027 FAX24-7023
交通事故巡回相談 13日㈬・27日㈬  9：00～ 16：00 ○所・○問　府福知山地域総務室  TEL22-3901 FAX23-8242
不動産相談 12日㈫ 13：00～ 16：00 市民相談室 市民相談室  TEL24-7027 FAX24-7023

行　
　

政　
　

・　
　

法　
　

律

行政相談

11日㈪ 9：00～ 15：00 大江町総合会館 大 江 支 所  TEL56-1101 FAX56-2018
15日㈮ 9：00～ 12：00 三和支所 三 和 支 所  TEL58-3001 FAX58-3013
20日㈬ 夜久野ふれあいプラザ 夜久野支所  TEL37-1101 FAX37-5002
20日㈬

13：00～ 16：00 市民相談室 市民相談室  TEL24-7027 FAX24-7023
測量登記相談 19日㈫
司法書士法律・登記相談 14日㈭
行政書士相談 28日㈭

弁護士法律相談
22日㈮ 12：30～ 16：30

要事前申込／前週木曜日までに、市民相談室に来訪・電話・FAXいただくか、郵送（住所・氏名・電話番号・相談内容を明
記）で市民相談室まで。※市民に限定。申込者多数の場合、抽選で10人まで。（年度内で初めての人を優先します）

多重債務専門法律相談 8日㈮・22日㈮ 15：30～ 17：00 市民相談室 市民相談室　 TEL24-7027 FAX24-7023
要事前申込／前日午後4時までに、電話で京都弁護士会（TEL075-231-2378）まで。各日先着3人。

京都弁護士会による
無料法律相談会

2日㈯ 13：00～ 16：00 ハピネスふくちやま
前日までに申込が必要。電話で京都弁護士会丹後法律センター（TEL0772-68-3080）まで。

京都司法書士会による
無料法律相談会

9日㈯ 13：30～ 16：30 市民交流プラザ
申込不要。 京都司法書士会（TEL075-241-2666）

お
詫
び
と
訂
正

10月号で以下のとおり誤りがありました。お詫びして訂正します。
①3ページ左上部分にて福知山鉄道館ポッポランドに展示されている車輪を
　Ｄ5793と記載していましたが、正しくはＣ5793のものです。
②22ページ「11月・相談あんない」の「心配ごと相談」の開催時間を、9：00～ 15：00
と記載していましたが、正しくは9：00～ 12：00です。
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今
年
で
２５
回
目
を
迎
え
た
「
や
く

の
高
原
ま
つ
り
」
の
企
画
か
ら

運
営
ま
で
を
担
当
す
る
、
や
く
の
高
原

ま
つ
り
実
行
委
員
会
企
楽
部
に
お
い
て
、

８
年
間
部
長
を
務
め
て
い
る
小
田
垣
裕

一
さ
ん
は
、
毎
年
活
力
あ
る
実
行
委
員

の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
開
催
で
き
る
喜

び
を
感
じ
て
い
る
。　

　

少
な
く
な
っ
た
市
内
の
イ
ベ
ン
ト

に
危
機
感
を
感
じ
、
地
域
活
性
化
の
た

め
に
も
「
や
く
の
高
原
ま
つ
り
だ
け
は

長
く
続
く
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
残
し
て
い

き
た
い
」
と
、
強
く
語
る
小
田
垣
さ
ん
。

イ
ベ
ン
ト
を
存
続
す
る
た
め
に
、
実
行

委
員
会
で
協
賛
金
の
募
集
を
行
い
、
企

業
や
地
域
か
ら
の
協
力
を
受
け
る
な
ど
、

自
主
財
源
の
確
保
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。

「
や
く
の
」
で
つ
な
が
る
輪

「
人
口
が
減
り
、
若
者
が
少
な

く
な
っ
た
と
は
言
え
、
ゼ

ロ
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
探
せ
ば
い

る
ん
で
す
。
そ
の
出
会
い
の
場
が
や
く

の
高
原
ま
つ
り
に
は
あ
り
ま
す
」
と
語

る
小
田
垣
さ
ん
は
、
多
く
の
人
々
が
知

り
合
え
る
環
境
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ

る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て
い
る
。

　

小
さ
な
輪
が
ど
ん
ど
ん
作
ら
れ
、
そ

の
輪
が
大
き
な
輪
を
生
み
、
ま
た
別
の

輪
が
生
ま
れ
て
い
く
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
企
楽
部
に
も
新
し
い
世
代
の
加

入
も
あ
り
、
今
ま
で
の
組
織
に
新
た
に

構
成
す
る
組
織
を
加
え
、
来
年
か
ら
の

新
し
い
取
り
組
み
も
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
。　

「
毎
年
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い

企
画
も
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
」
と
、
小
田
垣

さ
ん
は
笑
顔
で
語
る
。

「
や
く
の
」
へ
の
愛
着

「
や
く
の
高
原
ま
つ

り
に
携
わ
り
、

育
っ
て
い
く
若
者
が
、
大
学

進
学
や
就
職
な
ど
で
一
度
は

市
外
へ
出
る
が
、
毎
年
ま
つ

り
の
た
び
に
手
伝
い
に
帰
っ

て
き
て
く
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
夜
久
野
に
戻
っ
て
き
た
い

と
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
と

て
も
う
れ
し
い
。
こ
の
ま
つ

り
が
地
域
へ
の
愛
着
を
育
ん

で
く
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

さ
ら
に
う
れ
し
い
こ
と
で

す
」
と
話
す
小
田
垣
さ
ん
か

ら
、
夜
久
野
に
対
す
る
強
い

愛
着
を
感
じ
た
。
こ
う
い
う

リ
ー
ダ
ー
と
と
も
に
、
協
力

し
て
ま
つ
り
を
成
功
さ
せ
る

と
い
う
熱
い
思
い
が
、
確
実

に
郷
土
に
愛
着
を
持
つ
人
材

を
育
て
て
い
る
。
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「
や
く
の
」
に
元
気
を
！

小
お

田
だ

垣
がき

　裕
ゆう

　一
いち

さん
やくの高原まつり実行委員会　企楽部部長




